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驚薫急慕 No.939 人口と世帯 

10月29日現在 （ ）内は前回比、男24,051 (+22） 女26,812(+20） 計50 , 863 ( +42） 世帯18, 242 (+ 38) 
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女性の目で見た鋭い質問 市で初めて開催 

五所川原市内に住む女性30人が 1日議員となって市長をはじめとする理事者側に一般質

間を行う女性模擬議会が10月29日、議場で開かれ女性や家庭の立場からの質問や要望が寄

せられノました。 

同模擬議会は、男女共同参画社会の実現と女性に政治への関心を高めてもらおうと、市 

制施行45周年記念事業として開催したものです。 	 （関連記事4P) 
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造

さ
ん
⑩
 
体
育

協
会
理
事
長
な
ど
を
務
め
、
児
童
 

（
末広
町
）
 
生

徒
の
健
全
育
成
、
卓
球
の
競
技
力
向
 

昭
 

三
 
上
 

山

上
 
和
美

さ
ん
回
 

（
布屋
町
）
 

文
 
ー
 
］
 

‘

ー
 
一
保
替
 尚
貝
 

市
の
ス
ポ
ー
ツ
 

振
興
発
展
に
貢
献
 

永
年
に
わ
た
り
、
五
所
川
原
市
卓
球

協
会
理
事
長
、
財
団
法
人
五
所
川
原
市
 

書
道
と
短
歌
を
通
じ
て
 

地
域
文
化
の
振

興
発
展
に
貢
獣
 

五
所
川
原
書
道
会
の
設
立
と
書
道
研

究
水
曜
会
の
結
成
に
参
画
し
、
そ
の
優

れ
た
指
導
力
を
発
揮
し
て
多
く
の
優
秀

な
門
下
生
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
青

森
県
展
、
東
奥
書
道
展
、
謙
慎
展
、
読
 

y
、

一
を
受
け
た
ほ
か
、
五
所
川
原
短
歌
会
会
 

文
化
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
。
 

内
助
功
労
章
 
山
上
知
子
さ
ん
 

売
書
道
展
な
ど
に
出
品
し
数
多
く
の
賞
 

，

遣
～
 長
と
し
て
指
導
的
役
割
を
果
た
し
地
域
 

上
、
社
会
体
育
普
及
発
展
に
寄
与
し
た

ほ
か
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
 

ど
‘
ゴ
ル
フ
な
ど
軽
ス
ポ
ー
ツ
に
も
身
を
挺
 

、
‘
し
、
市
の
ス
ポ
ー
ッ
振
興
発
展
に
貢
献
 

さ
れ
た
。
 

内
助
功
労
章
 
三
上
陽
子
さ
ん
 

初
等
教
育
と
社
会
教
育
 

の
振
興
に
貢
献
 

木
村
 
チ
 

ョ
さ
ん
固
 

（
姥
 落
）
 

四
十
二
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
初
等

教
育
の
振
興
に
寄
与
し
、
多
く
の
前
途

有
為
な
人
材
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
 

市
教
育
委
員
会
教
育
委
員
長
職
務
代
理

者
の
要
職
を
務
め
、
当
市
教
育
の
発
展

に
献
身
的
に
尽
力
さ
れ
た
ほ
か
、
北
五

退
職
公
務
員
女
性
部
長
と
し
て
社
会
教

育
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
。
 

平
成
十
一

年
度
 

五
所
川
原
市
文
化
褒
賞
・
市褒
賞
 

並
び
に
内
助
功
労
章
が
受
与
さ
れ
ま
し
た
。
 

市
で
は
文
化
の
日
に
あ
た
る
十
一
月

三
日
、
市
内
の
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
五

所
川
原
に
お
い
て
平
成
十
一
年
度
五
所

川
原
市
文
化
褒
賞
・
市
褒
賞
並
び
に
内

助
功
労
章
の
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。
 

今
年
の
受
賞
者
は
市
文
化
褒
賞
が
111
 

人
、
市
褒
賞
が
三
人
、
内
助
功
労
章
が

四
人
の
計
十
人
で
す
。
 

式
で
は
、
成
田
市
長
を
は
じ
め
受
賞

者
、
同
推
薦
委
員
、
来
賓
な
ど
百
人
が

出
席
。
国
歌
斉
唱
の
後
、
成
田
市
長
が

受
賞
者

一
人
ひ
と
り
に
褒
状
と
褒
章
を

贈
り
、
 「受
賞
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
今

後
と
も
健
康
に
過
ご
さ
れ
、
市
勢
発
展

の
た
め
に
一
層
の
お
力
添
え
を
お
願
い

し
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
前
田
清
勝
市
議
会
議
長
の
祝

辞
後
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
木
村
チ
ョ

さ
ん
が
 「そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
味
を
生
か

し
文
化
の
継
承
や
新
し
い
文
化
の
形
成

に
務
め
お
役
に
た
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
」
 
と
お礼
の
こ
と
ば
を
述
べ
感

激
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。
 

同
賞
は
永
年
に
わ
た
り
教
育
・
文
化
 

・

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
発
展
に
優
れ
た

功
績
の
あ
っ
た
方
々
、
公
共
の
福
祉
増

進
に
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
方
々
、
徳

行
が
優
れ
広
く
市
民
の
模
範
と
な
る
方

々
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
今
年
度
受
賞

さ
れ
た
方
は
次
の
方
々
で
す
。
 



地
方
自
治
の
伸
展
に
貢
献
 

前

田
 
義

則
さ
ん
囲
 

（
梅
 
田
）
 

地
域
住
民
の
衆
望
を
担
い
、
連
続
1
1
1
 

期
市
議
会
議
員
と
し
て
市
政
運
営
に
参

画
し
豊
富
な
識
見
と
行
動
力
で
、
農
業

振
興
及
び
農
村
環
境
改
善
を
は
じ
め
幾

多
の
課
題
に
積
極
的
に
取
り
組
み
多
大

な
成
果
を
あ
げ
た
ほ
か
、
市
監
査
委
員

を
務
め
公
平
不
偏
の
姿
勢
で
行
政
運
営

に
尽
力
さ
れ
る
な
ど
、
地
方
自
治
の
伸

展
に
貢
献
さ
れ
た
。
 

内
助
功
労
章
 
前
田
た
か
さ
ん
 

農
業
経
営
の
近
代
化
に
尽
力
 

外
崎
 

高

代
さ
ん
囲
 

（
原
 
子
）
 

永
年
に
わ
た
り
、
五
所
川
原
市
農
業

委
員
と
し
て
農
業
委
員
の
資
質
の
向
上
、
 

農
業
経
営
の
近
代
化
に
尽
力
さ
れ
、
平

成
五
年
に
は
五
所
川
原
市
農
業
委
員
会

会
長
に
就
任
、
同
年
の
大
冷
害
で
は
農
 

か
、
先
進
的
農
業
経
営
体
育
成
な
ど
、
 

地
域
の
農
業
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
。
 

ト
“
 
業経
営
の
安
定
の
た
め
奔
走
さ
れ
た
ほ
 

、
砿
コ」
ニ，
‘『
或
た
」
。

・
「・
』
」
n
に
ノソ
い
／
ノ『
 

地
域
民
生
安
定
の
た
め

防
火
活
動
に
奔
走
 

鶴
谷
 

芳

松

さ
ん
⑩
 

（
八
重菊
）
 

昭
和
二
十
年
十
月
に
五
所
川
原
町
消

防
団
に
入
団
、
以
来
そ
の
任
務
を
深
く

自
覚
し
、
地
域
民
生
安
定
の
た
め
率
先

し
て
防
火
活
動
に
奔
走
す
る
と
と
も
に
、
 

五
所
川
原
市
消
防
団
副
団
長
を
務
め
、
 

団
員
の
指
導
育
成
や
消
防
技
術
向
上
に

尽
力
さ
れ
る
な
ど
、
市
民
の
生
命
と
財

産
を
守
る
た
め
に
貢
献
さ
れ
た
。
 

内
助
功
労
章
 
鶴
谷
洋
子
さ
ん
 

開
米

佐
太
郎
さ
ん
囲
 

鶴
ケ
岡
字
鎌
田
2
5
3
 
ー
 

元
県
信
用
農
業
協
同
組
合
連
合
会
理
事
 

（
農
業
振興
功
労
）
 

本
人
談
 
叙
勲
の
栄
誉
に
輝
き
喜
び
に

堪
え
ま
せ
ん
。
数
々
の
苦
労
が
あ
り
ま

し
た
が
、
こ
れ
ま
で
協
力
し
て
く
れ
た

皆
さ
ん
の
お
か
げ
と
感
謝
い
た
し
ま
す
。
 

川
浪
 
豊
登

さ
ん
 

藻
川
字
中
島

7
0
 

ー
 

元
公
立
中
学
校
校
長
 

（
教育
功
労
）
 

本
人
談
 
教
員
生
活
は
短
い
方
だ
っ
た

が
、
 一
緒
に
い
た
先
生
方
や
地
域
の
皆

さ
ん
に
お
世
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

そ
の
お
か
げ
で
す
。
感
謝
申
し
上
げ
た
 

し
 寺

田
 
久
 

司

さ
ん
 

石
岡
字
藤
巻
8
0
 

‘
」

、
 

県
農
業
共
済
組
合
連
合
会
副
会
長
 

（
農
業
振興
功
労
）
 

本
人
談
 
思
い
が
け
な
く
叙
勲
を
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
て
感
謝
し
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
も
農
家
、
組
合
員
の
協
力
が
あ
っ

た
こ
と
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
 

市
 
一
褒
 
尚
貝
 

・

一
，
ー
・「

．
ー
・
 
‘
・
ー
ー
 

開

米

佐
太

郎
さ
ん

（
鶴
 
ケ
 岡）
 

勲
五

等
瑞
宝

章
を
受
章
 
川
浪
豊

〈
曇
ん
（
藻
 
川
）
 

寺
田
久

司
さ

ん
（
石
岡
字
藤
巻
）
 

今
年
の
秋
の
褒
章
・
叙
勲
受
章
者
が
発
表
さ
れ
、
当
市
か
ら
勲
五
等
瑞
宝
章

に
開
米
佐
太
郎
さ
ん
、
川
浪
豊
登
さ
ん
、
寺
田
久
司
さ
ん
の
三
人
が
受
章
さ
れ

ま
し
た
。
 

勲
五
等
瑞

宝
一
早
 

秋
の
褒
章
・
叙
勲
 

L
、
 

，左肩ら11子ヲ］鏡子・山内初子轟冨井美哉芋 一 
対馬リカ・高橋まゆみ・木村むつ子・＝戸世津子隊員 

第
十
四
回
全
国
婦
人

消
防
操
法
大
会
 

十
月
一
干
一
日
、
横
浜
市
消
防
訓
練

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
第
十
四
回
全
国

婦
人
消
防
操
法
大
会
（
全国
選
抜
四
十

七
チ
ー
ム
）
に
青
森
県
代
表
と
し
て
本

市
の
女
性
消
防
団
員
が
出
場
し
、
見
事

優
良
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
 

小
笠
原
長
生
消
防
団
団
長
は
、「選
手

達
が
日
頃
の
仕
事
の
か
た
わ
ら
、
連
日

連
夜
厳
し
い
訓
練
を
し
た
賜
で
あ
る
」
 

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。
県
内
の
同
優
良

受
賞
は
、
第
3
回
大
会
で
名
川
町
婦
人

消
防
隊
が
受
賞
し
た
以
来
で
、
選
手
達

は

「
大会
で
得
ら
れ
た
見
識
を
今
後
の

消
防
活
動
に
発
揮
し
た
い
」
 
と
抱負
を

述
べ
て
い
ま
し
た
。
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女
性
模
擬
議
会
で
 

活
発
に
意
見
●
要
望
 

本
会
議
に
先
立
ち
成
田
市
長
が
 「男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
女
性

の
視
点
で
見
た
市
へ
の
要
望
な
ど
で
市

勢
発
展
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
」
 
と
あ

い
さ
つ
し
た
後
、
大
学
生
の
荒
谷
智
子

さ
ん
を
議
長
に
選
び
七
人
の
議
員
が
登

壇
し
育
児
、
介
護
、
福
祉
政
策
、
教
育

問
題
な
ど
市
政
全
般
に
わ
た
り
一
般
質

問
を
行
い
ま
し
た
。
 
（
主な
質
間
と
回

答
は
次
の
と
お
り
で
す
）
 

◇

バ
リ
ア

フ
リ
ー
に

つ
い

て
 

質
問
者
 
楢
崎
 
裕
子
さ
ん
 

1
 多
く
の
市
民
が
利
用
す
る
公
共
施

設
、
特
に
市
役
所
の

一
階
の改
築
予
定

は
な
い
の
か
 

2
 歩
道
の
環
境
整
備
な
ど
を
含
む
都

市
計
画
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
て
ほ
し
い

回
答
 
現
庁
舎
は
昭
和
四
十
六
年
に
建

設
し
た
も
の
で
か
な
り
老
朽
化
し
て
い
ま

す
が
、
改
築
す
る
と
す
れ
ば
建
物
全
体

を
現
在
の
基
準
法
に
適
し
た
建
物
に
す
 
 

る
必
要
が
あ
り
一
階
部
分
だ
け
で
な
く

庁
舎
全
体
の
見
直
し
が
生
じ
、
経
費
も

相
当
な
額
に
な
り
ま
す
の
で
、
改
築
は

難
し
い
も
の
と
考
え
ま
す
。
 

今
年
度
西
部
五
五
号
線
（
通
称
ハ
イ

カ
ラ
町
）
の
歩
道
を
整
備
し
段
差
を
無

く
し
平
面
歩
道
に
し
ま
し
た
が
、
今
後

は
、
新
道
路
整
備
五
カ
年
計
画
や
中
心

市
街
地
活
性
化
法
に
基
づ
き
、
電
線
類

の
地
中
化
、
融
雪
溝
の
整
備
、
歩
道
の

拡
幅
な
ど
街
な
か
再
生
事
業
に
つ
い
て

検
討
い
た
し
ま
す
b
 

◇

農
業
問

題
に

つ
い

て
 

質
問
者
 
粛
藤
 
久
子
さ
ん
 

1
 消
費
者
に
新
鮮
で
安
全
な
農
産
物

を
提
供
す
る
た
め

J
Aご
し
ょ
が
わ
ら

市
女
性
部
が
旧
丸
友
デ
パ
ー
ト
で

「
や

さ
い
s
U
Nプ
ラ
ザ
」
を
オ
ー
プ
ン
し

た
が
、
野
菜
だ
け
で
な
く
市
の
特
産
品

も
出
品
し
た
い
の
で
自
由
に
使
用
で
き

る
加
工
施
設
が
ほ
し
い
 

2
 グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
市

の
取
り
組
み
方
に
つ
い
て
 

回
答
 
市
内
に
は
農
産
物
加
工
施
設
が

七
カ
所
あ
り
、
こ
れ
ら
の
施
設
が
使
わ

れ
て
い
な
い
時
期
を
利
用
し
て
女
性
部

の
皆
さ
ん
が
活
用
で
き
な
い
か
調
整
い

た
し
ま
す
。
ま
た
、
グ
リ
ー
ン
・
ツ

ー
 

リ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
、
民
間
有
志
が
主

導
し
、
行
政
が
そ
の
活
動
を
支
援
し
な

が
ら
民
泊
受
け
入
れ
農
家
の
育
成
や
情

報
発
信
な
ど
の
整
備
を
進
め
ま
す
。
 

◇
学
校

教
育
に

つ
い

て
 

質
問
者
 
小
川
 
千
恵
さ
ん
 

1
 老
朽
化
の
著
し
い
学
校
施
設
の
補

修
、
新
築
計
画
に
つ
い
て
 

2
 オ
ル
テ
ン
シ
ア
を
活
用
し
た
芸
術

鑑
賞
教
室
を
も
っ
と
多
＜
実
現
で
き
な

い
か
 

回
答
 
五
一
中
に
つ
い
て
は
老
朽
化
の

た
め
雨
漏
り
や
体
育
館
の
床
歪
み
が
あ

り
、
特
に
水
道
水
の
状
態
が
良
く
な
い

の
で
早
急
に
対
処
い
た
し
ま
す
。
 

そ
の
他
の
学
校
に
つ
き
ま
し
て
も
そ

の
都
度
危
険
な
も
の
か
ら
順
次
、
複
式

学
級
の
解
消
も
含
め
総
合
的
に
検
討
し

て
建
設
計
画
を
し
て
い
ま
す
。
 

芸
術
鑑
賞
教
室
は
、
他
市
で
は
公
民

館
な
ど
を
利
用
し
有
料
で
実
施
し
て
い

ま
す
が
、
当
市
で
は
学
校
の
体
育
館
な

ど
を
活
用
し
て
青
少
年
巡
回
小
劇
場
を

毎
年
無
料
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
オ
ル

テ
ン
シ
ア
を
利
用
し
た
芸
術
鑑
賞
教
室

は
各
校
と
調
整
な
ど
を
行
い
、
多
く
の

児
童
生
徒
に
提
供
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
 

◇

子
育
て
支
援

・
環
境
に

つ
い
て

質
問
者
 
境
谷
 
葉
子
さ
ん
 

』
 

1
 フ
ア
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
 

の
枠
を
広
げ
広
域
事
業
に
し
て
ほ
し
い
 

2
 児
童
の
放
課
後
対
策
に
つ
い
て
の

考
え
は
 

回
答
 
働
く
女
性
を
支
援
す
る
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
は
今
後

も
充
実
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
隣
接
町
村
か
ら
要
望
が
あ
れ
ば

利
用
拡
大
、
共
同
設
置
を
検
討
い
た
し

ま
す
。
放
課
後
対
策
に
つ
い
て
は
、
昭

和
五
十
六
年
か
ら
放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
と
し
て
五
所
川
原
小
学
校
な
ど

四
校
の
空
き
教
室
を
学
童
保
育
の
場
と

し
て
活
用
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
十
三

年
に
開
校
予
定
の
仮
称
統
合
小
学
校
に
 
 

は
、
放
課
後
を
過
ご
す
児
童
の
た
め
の

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
で
き
な
い
か
検
討
中

で
あ
り
、
今
後
と
も
児
童
生
徒
の
健
全

育
成
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
 

◇

男
女
共
同
参
画
社
会
実
現
に
む
け
て

質
間
者
 
対
馬
 
逸
子
さ
ん
 

1
 女
性
の
管
理
職
、
各
種
審
議
会
等

委
員
の
登
用
率
に
つ
い
て
 

2
 も
っ
と
若
い
人
た
ち
が
気
が
ね
な

く
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
づ
く
り
に

向
け
た
研
修
会
や
講
座
へ
参
加
す
る
た

め
に

一
時保
育
が
で
き
な
い
か
 

回
答
 
県
に
比
べ
て
登
用
率
は
低
く
、
 

女
性
の
行
政
職
職
員
の
管
理
職
比
率
は

一
四
・
六
五
％
、
各
種
審
議
会
等
の
女

性
の
委
員
比
率
は
一
六
・
一
〇
％
と
な

っ
て
お
り
、
今
後
は
研
修
な
ど
を
通
じ

て
職
員
の
理
解
を
深
め
な
が
ら
、
女
性

の
職
域
拡
大
を
図
り
ま
す
。
 

ま
た
、
 一
時
保
育
に
つ
い
て
は
、
す

で
に
「
青
森
県子
育
て
メ
イ
ト
研
修
会
」
 

開
催
の
お
り
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ

ー
の
協
力
を
得
て
一
時
保
育
を
実

施
し
、
大
変
好
評
で
あ
り
ま
し
た
の
で
、
 

今
後
は
主
催
す
る
各
種
団
体
に
意
識
を

高
め
る
啓
蒙
活
動
を
行
い
ま
す
。
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「今
年
は
美
味
し
く
で
き
で
ら
よ
」
の声
に

買
い
物
客
も
品
定
め
 

泣
く
子
、笑
う
子
、元
気
な
子
。
赤
ち
ゃ

ん
ハ
イ
ハ
イ
レ
ー
ス
に
見
物
人
は
大
声
援
 

◇
介
護
支

援
に

つ
い

て
 

質
間
者
 
三
橋
 
ノ
、フ
さ
ん
 

1
 
介
護
保
険
制
度
の
要
介
護
認
定
で

要
支
援
ま
た
は
、
自
立
と
認
定
さ
れ
た

場
合
の
市
の
支
援
に
つ
い
て
 

回
答
 
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所

し
て
い
る
方
が
要
支
援
、
自
立
と
認
定

さ
れ
た
場
合
、
施
行
後
五
年
間
は
給
付

を
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
後
は
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
退
所
が
円
滑
に
で
き
る
よ
う
介
護

予
防
、
生
活
支
援
対
策
の
整
備
が
急
務

で
あ
り
、
国
や
県
の
動
向
を
見
据
え
る

と
と
も
に
老
人
保
健
福
祉
計
画
作
成
委

員
会
な
ど
で
高
齢
者
福
祉
施
策
の
充
実

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

◇

中
心
商
店
街
活
性
化
に
つ
い
て

質
間
者
 
竹
鼻
 
文
子
さ
ん
 

I
・
 

1
 
立
倭
武
多
と
商
店
街
の
活
性
化
を

ど
つ
結
び
付
け
る
の
か
。
ま
た
、
立
侵

武
多
の
館
の
建
設
計
画
は
あ
る
の
か
 

2
 
祭
り
期
間
中
の
、
空
港
や
駅
に
シ

ヤ
ト
ル
バ
ス
を
だ
し
て
ほ
し
い
 

回
答
 
立
侵
武
多
の
運
行
な
ど
、
夏
祭

り
全
体
の
人
出
は
約
一
〇
〇
万
人
を
記

録
し
、
ふ
る
さ
と
イ
ベ
ン
ト
大
賞
「
優

秀
賞
」
を
受
賞
す
る
と
と
も
に
県
外
か

ら
の
観
光
客
も
増
え
、
か
な
り
の
経
済

波
及
効
果
が
あ
っ
た
も
の
と
受
け
止
め
、
 

立
侯
武
多
を
中
心
市
街
地
活
性
化
の
起

爆
剤
と
し
て
活
用
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
立
侯
武
多
の
館
に
つ
い

て
は
、
現
在
基
本
計
画
を
策
定
中
で
あ

り
ま
す
が
、
単
に
立
侯
武
多
の
展
示
だ

け
で
な
く
、
人
々
の
交
流
機
能
や
情
報

発
信
機
能
な
ど
を
備
え
た
複
合
施
設
を

考
え
て
い
ま
す
。
 

空
港
か
ら
の
交
通
ァ
ク
セ
ス
は
、
弘

南
バ
ス
の
一
日
六
往
復
が
朝
と
タ
方
に

集
中
し
て
お
り
観
光
客
の
多
い
昼
間
の

バ
ス
運
行
が
な
い
た
め
、
今
後
は
関
係

機
関
と
協
議
し
て
改
善
を
図
り
ま
す
。
 

⑧
＠
の
⑧
 

今
年
で
十
六
回
目
を
迎
え
た
、
ご
し

ょ
が
わ
ら
産
業
ま
つ
り
が
十
月
二
十
」
1
 

日
・
二
十
四
日
の
両
日
、
市
民
体
育
館

で
開
催
さ
れ
、
当
市
を
は
じ
め
と
し
た

西
北
五
地
方
の
新
鮮
な
米
や
野
菜
、
果

物
、
花
き
、
農
・
水
産
物
加
工
品
な
ど

を
買
い
求
め
よ
う
と
す
る
市
民
で
賑
わ

い
ま
し
た
。
 

二
士

1百
に
は
七
ッ
館
小
学
校
、
藻

川
小
学
校
児
童
に
よ
る
子
ど
も
獅
子
舞

や
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
よ
る
演
芸

大
会
が
、二
十
四
日
に
は
J
Aご
J
ょ
が
 

⑨
⑩
 

わ
ら
市
女
性
部
に
よ
る
演
芸
大
会
や
国

民
健
康
保
険
ワ
ク
ワ
ク
福
引
き
大
会
、
 

赤
ち
ゃ
ん
ハ
イ
ハ
イ
レ

ー
ス
な
ど
が
行

わ
れ
た
ほ
か
、
西
北
五
観
光
物
産
展
、
 

津
軽
虫
お
く
り
人
形
展
な
ど
の
各
コ
ー
 

ナ
ー
が
訪
れ
た
市
民
を
楽
し
ま
せ
て
い

ま
し
た
。
 

ま
た
、
体
育
館
前
で
同
時
開
催
さ
れ

た
第
六
回
ご
し
ょ
が
わ
ら
菊
ま
つ
り
で

は
、
農
家
や
小
学
生
達
が
丹
精
込
め
て

育
て
た
菊
が
展
示
さ
れ
、
祭
り
に
彩
り

を
添
え
て
い
ま
し
た
。
 

「大変貴重な体験をしました。 

市長のユーモアあふれる答弁とあ

たたかい雰囲気に時間のたつのも

忘れました」と今回議長になった

荒谷智子さんは、今後はいろんな

サークル活動に参加したいと話し

てくれました。 

第
十
六
回
ご
し
ょ
が
わ
ら
産
業
ま
つ
り

第
六
回
ご

し
ょ
が
わ
ら
菊
ま
つ
り
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椅子を寄貝散
五所川I夏0ブ皆 

女
性
の
た
め
の
市
政講
座

日
程
変
更
の
お知
ら
せ
 

は
つ
ら
つ
女
性
課
 
内
線
2
3
2
 

ク
ト
廿
二
万
三
百
二
十
円
。
 

〇
五
所
川
原
工
業
高
等
学
校
P
T
A
母

親
委
員
会
（
山
田
良
子
代
表）
廿
五

万
六
千
九
百
四
十
円
。
 

〇
球
友
会

（島
村
新
生
会
長
）
廿
一
一
万

八
千
円
。
 

〇
五
所
川
原
市
生
活
学
校
（
三
橋
さ
と

子
代
表
）
廿
二
万
円
。
 

〇
五
所
川
原
福
音
キ
リ
ス
ト
教
会

（
伊

藤
福
造
代
表
）
廿
五
千
四
百
円
。
 

〇
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
I
IIー
五
所
川
原
 

（
吉
田
直司
所
長
）
廿
寄贈
（
車
椅
子
 

2
台
）
。
 

広
報
7
月
1
日
号
で
お
知
ら
せ
し
た

女
性
の
た
め
の
市
政
講
座
、
最
終
日
の

日
程
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
 

●

1
1月
3
0日
因
 
1
3時
3
0分

ー
1
5時

市
働
く
婦
人
の
家
 
第
三
講
習
室

◇
研
修
内
容
 
「
市の
財
政
に
つ
い
て
」
 

◇
参
加
費
 
無
料
 

11月30日火は 
固定資産税第4期 
国民健康保険税第5期

の納期限です 
お手元の納付書を確認し、 
期限内に納めましよう。 

五
所
川
原
市
柔
道
協
会
 

交
通
事
故
に
気
を
つ
けて
 

一
体
育功
労
優
良
団
体
と
し
て一
 「
交
通
安
全
高
齢

者
 

一
 
文
部
大
臣
表
彰
を
受
賞
一
 

在
宅

家
庭
訪
問
 

平成11年11月15日 6 

観
光
派
興
で
地域
活
性
化
を
ノ
 

立
伝
武

多
 

プ
ォ
ー
ラ
ム
9
9
 

当
市
の
夏
祭
り
 
「五
所
川
原
立
侵
武

多
ー
火
と
虫
の
祭
典
ー
」
を
核
と
し
た

観
光
振
興
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
様
々

な
視
点
か
ら
考
え
る
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

が
、
十
月
三
十
日
、
市
内
プ
ラ
ザ
マ
リ

ュ
ウ
五
所
川
原
で
開
催
さ
れ
、
出
席
者

約
百
名
が
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。
 

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
卿
日
本
交
通
事

業
社
企
画
制
作
局
観
光
レ
ジ
ャ
ー
研
究

室
の
松
井
一
郎
室
長
に
よ
る
「
立
侵
武

多
を
核
に
し
た
五
所
川
原
市
活
性
化
に

つ
い
て
」
 
と題
し
た
基
調
講
演
の
後
、
 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
 

運
行
・
製
作
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
意

見

・
要
望
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
 

 

基調講演をした松井一郎氏 

五
所
川
原
市
柔
道
協
会
（
川
浪
佑
攻

会
長
）
が
、
 一
九
九
九年
度
体
育
功
労

者
・
社
会
体
育
優
良
団
体
の
優
良
団
体

に
選
ば
れ
、
先
月
八
日
、
東
京
麹
町
の

東
篠
会
館
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

全
国
の
団
体
代
表
と
し
て
、
中
曽
根

弘
文
文
相
か
ら
直
接
表
彰
状
を
受
け
取

っ
た
同
協
会
理
事
長
の
坂
本
義
正
さ
ん

は
、
後
日
市
役
所
に
報
告
に
訪
れ

「柔

道
の
地
元
普
及
に
努
力
し
た
こ
と
な
ど

が
認
め
ら
れ
た
と
思
う
。
今
後
も
底
辺

を
広
げ
て
い
き
た
い
」
 
と
受
賞
の
喜
び

を
成
田
市
長
に
語
っ
て
い
ま
し
た
。
 

先
月
行
わ
れ
た
秋
の
交
通
安
全
運
動

期
間
中
、
五
所
川
原
市
交
通
安
全
対
策

協
議
会
（
会
長
、
成
田
市
長
）
は
、
五

所
川
原
市
交
通
安
全
母
の
会
連
合
会
（
 

宮
崎
妙
子
会
長
）
の
ご
協
力
の
も
と
高

齢
者
の
家
庭
を
訪
問
、
反
射
材
を
配
布

し
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
 

高
齢
者
の
交
通
事
故
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
 み
ん
な
で
交
通
ル
ー
ル
を
守
り

交
通
マ
ナ
ー
を
実
践
し
て
、
交
通
事
故

の
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
 

「夜
道
ゆ
く
 

あ
な
た
を
知
ら
せ
る
 
反
射
材
」
 
 

⑨
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
カ
ラ
オ
ケ
み
ち
の
く
（
白
戸
操
代
表
）
廿
三
万
三
千
三
百
五
十
円
。
 

〇
五
所
川
原
第
一
中
学
校
（
小
野
肇
校
長
）
生
徒
会
廿
八
万
二
千
七
百
七
十
八
円
。
 

〇
五
所
川
原
工
業
高
等
学
校
（
大
桃
荘
助
校
長
）
電
気
科
一
年
A
組
廿
三
千
七
百
 

二
十
四
円
、
同
校
機
械
科
一
年
廿
一
万
三
千
百
九
十

一
円
、
同
校
イ
ン
タ
ー
ア
 

 

曾

意
の
花
か
④
 

 

 

ー
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ー
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七
十
路
の
一
人
旅
す
る
頼
リ
女
さ
迷
路
の
如
し
東
京
駅
は
 北

 

釧
路
発
特
急
列
車
は
足
弱
き
吾
の
乗
車
を
待
ち
て
発
ち
た
リ
 

川 

と
芸
《又
永
わ
ら
 

要 

台
風
の
過
ぎ
た
る
庭
に
友
禅
菊
の
な
だ
る
る
如
く
色
樋
せ
て
伏
す
 

下
 
山
 
チ
 

戸
を
く
れ
ば
真
昼
の
暑
気
の
鎮
ま
リ
て
草
生
の
影
に
こ
ほ
ろ
ぎ
の
鳴
く
 

下
 
山
 
サ
 

〔五
所

川
原
短
歌

会
〕
ー
短
歌

ー
 

浜
 
山
 
て
 

・

k
ー
 

、、 二己 

題
一字
 
斎
 
藤
 
清
 
泉
 

太
鼓
橋
を
渡
れ
ば
女
人
高
野
と
ふ
室
生
の
庭
に
石
楠
花
い
ろ
濃
し
 

佐
々
木
 
ト

シ

エ
 

重
々
と
垂
れ
し
葡
萄
に
お
の
づ
か
ら
嫁
と
龍
も
ち
心
足
ら
（
リ
 

番
 
場
 
允
 

映
 

し
づ
か
に
も
更
け
て
ゆ
く
夜
を

い
の
ち
咲
く
月
下
美
人
の
花
の
受
陀
羅
 

山
 
上
 

和
 
美
 

赤
錆
び
て
放
置
さ
れ
る
る
自
転
車
の
長
く
連
な
リ
秋
雨
の
降
る
 

野
 
呂
 

三
枝
子
 

放
牧
の
群
に
影
お
と
す
入
道
雲
牛
は
ひ
た
す
ら
草
を
食
み
「
ぐ
 

開
 
米
 
藤
 

枝
 

母
を
呼
ぶ
妹
の
泣
き
声
届
か
ぬ
か
二
度
と
帰
ら
ぬ
身
を
揺
す
リ
「

「
 

蝦
 
名
 
麗
 

子
 

⑨⑨〇②⑦⑧（⑧（園 
	〈連載第17回〉 

言寓と認憲され加場白も 
市習腰網訟営ーピ昌暑提供レてい審富す 
今年の秋から準備要介護認定の申請受付がはじまり、順次認定の通知をしています。 

介護保険制度では、 「要支援」 と認定された場合、在宅サービスのみ利用でき、 「要介

護 1 --5」 の場合には在宅サービス又は施設サービスを利用することができます。 

なお、一度認定を受けても、認定には有効期間があるため定期的に更新する必要があり

ます。また、認定を受けた後でも状態に変化があった場合、変更のための申請をすること

ができます。。 

0：これまで福祉サービス（ホームヘルプサービス・デ

イサービス） を利用していましたが、「非該当」（自立） 

と認定・通知されました。この場合、もう何も福祉サ 

ーピスは利用できないのでしょうか？ 

A：いいえ。 そういうことはありません。 

「非該当」（自立）と認定された場合、介護保険によ

るサービスは利用できませんが、市では現行の福祉サ 

ービスの水準をできるだけ低下させないという立場か

ら、高齢者の介護予防・生活支援対策を検討中です。 

ひとり暮らしや高齢者世帯などの生活を支援してい

くために、配食サービスや家事・外出支援サービス（家

事援助ヘルパー）、緊急通報サービス（福祉あんしん電

話協力支援体制の拡充）、高齢者生きがい活動支援通所

事業（生きがい対策デイサービス事業）などを充実さ

せ提供することを検討しています。 

問い合わせ先 

介護保険課 内線272 
高齢福祉課 内線544 
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nf⑨rmati@n 
遺
児
入
学
祝
金
等
の

給
付
に
つ
い
て
 

市
福
祉
事
務
所
生
活
福
祉
課
 

児
童
家
庭
係
 

内
線
5
4
8
 

当
市
で
は
、
遺
児
援
護
対
策
事
業
の

一
環
と
し
て
遺
児
入
学
祝
金
等
を
給
付

し
ま
す
。
該
当
者
は
次
の
と
お
り
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
 

◇
対
象
児
童
 
義
務
教
育
終
了
前
の
者

で
、
母
子
世
帯
、
父
子
世
帯
、
父
母

の
い
な
い
世
帯
等
の
い
ず
れ
か
の
世

帯
に
属
す
る
児
童
 

◇
給
付
金
の
種
類
 

①
入
学
祝
金
 

平
成
1
2年
度
小
・
中
学
校
入
学
者

②
卒
業
祝
金
 

平
成
1
1年
度
中
学
校
卒
業
者
 

③
弔
慰
金
 

平
成
1
1年
度
中
に
遺
児
と
な
っ
た
児
 

童
が
属
す
る
世
帯
 

◇
申
請
書
類
 

①
遺
児
入
学
祝
金
等
受
給
申
請
書
 

②
ロ
座
振
替
申
出
書
 

※
右
記
申
請
書
類
は
、
福
祉
事
務
所
及
 

び
各
小
・
中
学
校
に
あ
り
ま
す
。
 

◇
提
出
先
 

市
福
祉
事
務
所
及
び
各
小
・
中
学
校
 

◇
提
出
期
限
 
1
2月
7
日
因
 

※
な
お
、
提
出
期
限
は
各
学
校
に
よ
っ
 

て
違
い
ま
す
の
で
、
学
校
担
当
者
ま
 

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

※
弔
慰
金
に
つ
い
て
は
、
期
限
後
も
申
 

請
受
付
は
行
っ
て
お
り
ま
す
。
 

◇
給
付
の
決
定
 
平
成
1
2年
2
月
頃
、
 

申
請
者
に
対
し
通
知
す
る
予
定
で
す
。
 

◇
受
付
期
限
 
平
成
1
2年
1
月
4
日
因

◇
応
募
資
格
 
日
本
国
籍
を
有
し
、
平

成
1
2年
4
月
1
日
現
在
、
1
5歳
以
上
 

1
7歳
未
満
（
昭
和
5
8年
4
月
2
日
か

ら
昭
和
6
0年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
者
）
の
男
子
で
、
中
学
校
卒
業

者
。
 
（平
成
1
2年
3
月
卒
業
見
込
み

の
者
を
含
む
）
 

◇
1
次
試
験
 
平
成
1
2年
1
月
5
日
困
 
 

市
中
央
公
民
館
 

◇
2
次
試
験
 
平
成
1
2年
1
月
2
2日
田
 

、
2
6日
困
の
間
の
指
定
す
る
1
日

◇
卒
業
資
格
 

・

陸
上
 
神
奈
川
県
立
湘
南
高
等
学
校
 

・

海
上
 
広
島
県
立
西
高
等
学
校
 

・

航
空
 
私
立
科
学
技
術
学
園
高
等
学
 

校
（
埼
玉
県
）
 

◇
処
遇
 

・

衣
食
住
 
無
料
 

・

初
任
給
  
1
5
5
6
0
0
円
 

・

賞
与
 
年
5
・2
5
月
分
 

・

3
曹
昇
任
後
、
4
年
以
上
で
幹
部
候

補
生
の
受
験
資
格
あ
り
。
 

老
齢
基
礎
年
金
の
 

繰
り
上
げ
請
求
は
慎
重
に
 

国
保
年
金
課
 
内
線
2
1
1
、
2
1
3
 

国
民
年
金
の
老
齢
基
礎
年
金
は
6
5歳

か
ら
の
支
給
が
原
則
で
す
が
、
希
望
す

れ
ば
6
0歳
か
ら
6
4歳
の
人
で
も
、
繰
り

上
げ
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

た
だ
し
、
繰
り
上
げ
て
受
け
る
と
、
 

6
5歳
か
ら
受
け
る
場
合
に
比
べ
て
、
次

の
よ
う
な
不
利
な
点
が
あ
り
ま
す
。
 

①
繰
り
上
げ
請
求
を
し
た
と
き
の
年
齢

に
よ
っ
て
、
受
け
る
年
金
が
一
定
の

割
合
で
減
額
さ
れ
、
そ
の
率
は
6
5歳

を
過
ぎ
て
も
変
わ
ら
な
い
の
で
、
生

涯
減
額
さ
れ
た
年
金
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
 

ま
た
、
繰
り
上
げ
支
給
の
請
求
書
は
、
 
 

一
旦
受
理
さ
れ
る
と
後
か
ら
取
消
や

変
更
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

②
繰
り
上
げ
て
年
金
を
受
け
て
い
る
と
、
 

特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
や
退
職

共
済
年
金
は
、
6
5歳
に
な
る
ま
で
支

給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。
 

③
繰
り
上
げ
て
年
金
を
受
け
た
後
、
就

職
し
て
厚
生
年
金
な
ど
に
加
入
す
る

と
そ
の
間
は
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。
 

④
繰
り
上
げ
て
年
金
を
受
け
て
し
ま
う

と
、
そ
の
後
事
故
や
病
気
で
障
害
を

持
っ
た
場
合
で
も
、
障
害
基
礎
年
金

を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

⑤
繰
り
上
げ
て
年
金
を
受
け
た
後
、
夫

の
死
亡
に
よ
り
遺
族
基
礎
年
金
の
権

利
が
発
生
し
て
も
6
5歳
に
な
る
ま
で

の
間
は
、
繰
り
上
げ
支
給
の
老
齢
基

礎
年
金
と
ど
ち
ら
か
一
方
の
年
金
し

か
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
 

繰
り
上
げ
請
求
を
し
た
こ
と
を
後
悔

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
事
前
に
よ

く
考
え
て
か
ら
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
 

平
成
1
2年
度
 

母
子
寡
婦
福
祉
資
金
 

（
修
学
資金
等
）
予
約貸
付
の
受
付
 

市
福
祉
事
務
所
生
活
福
祉
課

児
童
家
庭
係
 

内
線
5
4
6
 

◇
対
象
者
 
経
済
的
に
困
難
な
事
情
に

あ
る
母
子
寡
婦
家
庭
で
、
児
童
が
高

等
学
校
、
短
期
大
学
、
大
学
、
高
等

専
門
学
校
及
び
専
修
学
校
等
に
進
学
 

も
し
く
は
入
学
を
希
望
す
る
方
。
 

◇
提
出
書
類
 

①
貸
付
申
請
書
 

②
添
付
書
類
 

・

貸
付
申
請
者
の
戸
籍
騰
本
 

・

配
偶
者
の
い
な
い
女
子
で
、
現
に
児

童
を
扶
養
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
す

る
書
類
 

・

在
学
し
て
い
る
学
校
か
ら
の

明
書
 

・

支
度
資
金
所
要
額
内
訳
書

◇
提
出
期
限
 

1
1月
1
7日
困

、
1
2月
1
3日
の
 

※
な
お
、
右
記
期
限
後
も
貸
付
申
請
の
 

受
付
は
随
時
行
っ
て
お
り
ま
す
。
 

◇
貸
付
の
仮
決
定
 
本
人
に
通
知
予
定

◇
各
貸
付
の
本
決
定
と
資
金
の
交
付

①
修
学
資
金

・
修
業
資
金
 

仮
決
定
さ
れ
た
人
の
児
童
が
高
等
学

校
等
に
入
学
し
、
在
学
証
明
書
の
提

出
が
さ
れ
た
方
に
対
し
て
は
、
平
成
 

1
2年
4
月
中
に
本
決
定
し
翌
月
末
日

ま
で
に
資
金
交
付
す
る
予
定
で
す
。
 

②
就
学
支
度
資
金
 

仮
決
定
さ
れ
た
人
で
、
高
等
学
校
等

の
選
考
試
験
に
合
格
し
、
そ
の
合
格

通
知
書
に
よ
り
入
学
が
確
実
に
な
っ

た
方
に
つ
い
て
は
、
平
成
1
2年
3
月

中
に
本
決
定
を
し
、
同
年
4
月
ま
で

に
資
金
交
付
す
る
予
定
で
す
。
 

※
詳
し
く
は
電
話
に
て
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
 

進 
’学 
JT 
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' 至松島町 
ー方通行 

―方通行 

至
松
島町
 W→一ー・ 

中央公民館 

五所川原駅 

圃 商工会館 
〈

「
 
 
本

一
方
通
行
 

7
‘…
 ・
ー《
‘
・
“
，ト
ー】
 

国道339号 

至
鯵
ケ
沢町
）
 

第2駐車場 

（布屋町駐車場） 
第I駐車場 

（正面駐車場） 

、、、ーーノ 

中
谷
貧
品
 

～」第 3駐車場 
、、（駅前駐車場） 

叱二  工北中央病院 

⑩
 

直亘画至青轟市弘前り 

第4駐車場 
（鎌谷町駐車場） 無料 

ローソン 

G金木町 

中
央
公
民
館
み
ん
な
の

ギ
ャ
ラ
リ

ー
展
示
紹
介
 

市
中
央
公

民
館
 

容
（3
5)
6
0
5

6
 

利用区分 駐 	車 	料 	金 

外来診療 

・健康診断 

会計または薬受領後30分まで 

（駐車券に割引パンチが必要となります） 
無料 

30分を超えた後、30分毎に 100円 

上記以外

の利用 

入場後30分まで 無料 

30分を超えた後、30分毎に 100円 

〇有料となる駐車場 〇駐車料金 

第 1 駐車場（正面駐車場） 	利用区分 

第2駐車場（布屋町駐車場） 

〇駐車場案内図 

悪
質
商
法
な
どで
困
つ
て
 

い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
 

県
の
消
費
生
活
相
談
員
が
、
消
費
生

活
に
関
す
る
苦
情
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守

い
た
し
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

当

日
は
電
話
で

の
受
付
も
い
た
し
ま
す
。
 

●

毎
月
第
3
木
曜
日
 
1
0時

ー
1
5時
 

（
今月
は
1
1月
1
8日
）
 

産
経
会
館

5
階
 

B
会
議
室
 

◇
実
施
日
相
談
用
電
話
 

島

）
2
1
1
1
 
内
線
5
8
4
 

◇
相
談
料
 
無
料
 

●

1
1月
1
5日
回
、

1
1月
3
0日
因
 

市
中
央
公
民
館

2
・3
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

◇
内
容
 

第
第

2
回
懐
か
し
の
名
画
ポ

ス
タ
ー
展

※
市
内
在
住
の
 
「山
看
」
 
こと
山
谷
富

雄
さ
ん
所
有
の
映
画
ポ
ス
タ
ー
展
の

第
2
弾
で
す
0
 

⑨

「
み
ん
な
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
展
示
希

望
の
方
は
、

中
央
公
民
館
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

囲目囲目副国目園目圏図囲国圏園国 

西北中央病院のー部の駐車場が有料になります 
q2月1日から実施》 

I 

西北中央病院では、駐車場の適正かつ効率的な運営を図るため、次のとおり12月 1 

日（水）から駐車場料金が有料となります。 

ただし、外来診療及び健康診断のため来院された方の駐車料金については、割引さ

れます。 その場合は、診療終了後医事課窓口または薬局窓口で、休日・夜間について

は防災センター（救急外来受付窓口）で駐車券に割引パンチを受けてください。 
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当市の人権擁護委員は次の方々です。 

◇間い合わせ 市民課 内線 201・202 

五 所 川 原 人 権 擁 護 委 員 ※ 定 例 市目 談 担 当 日 
堂寸 馬 郁 夫 松島町 7 丁目20 	廿 34-3121 平成1 Ii年11月26日 	平成12年 2 月18日 
原 	芳 う工 松島町 7 丁目54 か35一8590 平成1 ~ 1年12月 3 日 slz」戎12年 2 月25日 
坂 本 憲 昭 錦田丁1-101 "34-2 293 平」5J1 ~ 1年12月10日 i 平成12年 3 月 3 日 
中 川 兵 一 豊成字田子ノ浦104-3 "29一3073 平成1 Il年12月17日 平成12年 3 月10日 
鶴 谷 稼 郎 新宮町17-i か35-2440 平成1 ~ 2年 1 月14日 平成12年 3 月24日 
浅 見 則 昭 松島町 7 丁目75 か3 5一8121 平」期 ~ 2年 1 月21日 平成12年 3 月31日 
原 田 イ言 英 長富字鎧石175 か36-2553 平成 1年11月12日 平成12年 1 月28日 
橋 本 満里子 ー、ソ谷39う "3 5一30l4 平成 1年11月19日 平)1 2年 2 月 4 日 
太 田 啓 子 
（子ども人権耳門委員） 

みど‘)田丁 4 丁目18 か34-4274 平」5見1 I2年 1 月 7 日 平成12年 3 月17日 
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を
実
現
し
よ
う
 

⑨
部
落
差
別
を
な
く
そ
う
 

⑨
ァ
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を
深
 

め
よ
う
 

⑨
国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
人
権
意
 

識
を
育
て
よ
う
 

⑨
H
I
V
感
染
者
等
に
対
す
る
偏
見
を
 

な
く
そ
う
 

⑥
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す
る
 

明
る
く
豊
か
な
社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ

う
。な
お
、毎
日
の
生
活
の
中
で
お
困
り

の
と
き
は
、青
森
地
方
法
務
局
五
所
川
原

支
局
（
市
内
ー
ッ谷
1
1
5

11
 
電
話

準

2
3
3
0
）
、ま
た
は
お
近
く
の
人
権
 

●

定
例
相
談
所
開
設
 
毎
週
金
曜
日
 

1
3時

、
1
5時
市

民
課
（
市民
相
談
室
）
 
 な

ど
に
つ
い
て
も
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

●

1
2月
4
日
田
 
1
0時

、
1
5時
 

エ
ル
ム
の
街
2
階
文
化
セ
ン
タ
ー
内
 

ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ

ー
 

"
(

3
3
)
  0
4
1
1
 

◇
相
談
担
当
者
 

人
権
擁
護
委
員
 
法
務
局
職
員
 

◇
1
日
人
権
擁
護
委
員
 

稲
垣
村
教
育
委
員
会
英
語
指
導
助
手
 

【子
ど
も
の
人
権

ー
1
0番
】
 

毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

（
但
し祝

祭
日
を
除
く
）
の
午
前
8
時
3
0分
か
ら

午
後
5
時
ま
で
子
ど
も
の
悩
み
相
談
を

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
電
話
番
号
は
 

廿
0
1
7
7
(7
4)1
0
2
0
 

青
森
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課
 

r
 

児
童
手
当
の
申
請
は
 

お
済
み
で
す
か
 

市
民
課
 
内
線
2
2
0
・
2
2
1
 

◇
児
童
手
当
の
請
求
 

現
在
、
児
童
手
当
を
受
け
て
い
な
い

人
達
の
中
で
、
3
歳
未
満
の
児
童
を
養

育
し
て
い
て
収
入
が
一
定
の
額
未
満
の

場
合
に
対
象
と
な
り
ま
す
。
 

児
童
手
当
制
度
は
届
け
出
制
と
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
資
格
が
あ
っ
て
も

届
け
出
を
し
な
い
と
手
当
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
 

対
象
者
は
、
早
め
に
児
童
手
当
認
定

請
求
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

◇
児
童
手
当
の
額

（月
額
）
 

第
1
・
2
子
 
各
5
0
0
0
円
 

第
3
子
以
降
 
1
0
0
0
0円
 

◇
請
求
に
必
要
な
添
付
書
類
等
 

①
印
鑑
、
請
求
者
の
銀
行
等
の
ロ
座
番

号
 

②
市
が
発
行
す
る
児
童
手
当
用
所
得
証

明
書
（本
年
1
月
1
日
現
在
、当
市
に

住
民
登
録
さ
れ
て
い
な
い
方
は
前
住

所
地
の
市
区
町
村
長
が
発
行
す
る
証

明
書
）
 

③
必
要
に
応
じ
て
提
出
す
る
書
類
が
あ

り
ま
す
。
 

※
現
在
、
手
当
を
受
け
て
い
る
方
で
、
 

出
生
、
転
出
、
転
居
、
年
金
変
更
等

が
生
じ
た
場
合
は
手
続
き
が
必
要
で

す
。
 

r
 

平
成
1
2年
度
（4
月
入
所
）
 

保
育
所
入
所
申
込
受
付
 

市
福
祉
事
務

所
生

活
福
祉
課

児
童
家

庭
係
 

内
線

5
4
6
 

◇
受
付
期
間
 

1
1月
1
5日
囲

ー
1
2月
1
7日
国
 

※
な
お
、
右
記
期
間
以
外
で
も
随
時
受

付
し
ま
す
。
 

◇
受
付
場
所
 

市
福
祉
事
務
所
 
各
保
育
園

（
所
）
 

※
申
込
書
は
、
福
祉
事
務
所
、
各
保
育

園

（
所）
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。
 

ま
た
、
保
育
園

（
所）
に
よ
っ
て
は

障
害
児
（
軽
度
・
中
度
）
も
入
所
で

き
ま
す
。
 

文

化
講

演
会
 

市
教
育
委
員
会
 
生
涯
学
習
課
 

内
線
 

5
5
5
 

●

1
1月
2
3日
因
 
1
3時
ー
 

市
中
央
公
民
館

（
入場
無
料
）
 

◇
内
容
 
「
須
恵
器の
話
」
 

◇
講
師
 
弘
前
大
学
教
授
 

藤
沼
邦
彦
先
生

※
そ
の
ほ
か
、
 「
七里
長
浜
・
岩
木
川

河
床
の
埋
没
林
」
と
題
し
、
北
奥
文

化
研
究
会
会
員
伊
藤
昭
雄
氏
に
よ
る

研
究
発
表
も
あ
り
ま
す
。
 

◇
主
催
 

市
教
育
委
員
会
、
北
奥
文
化
研
究
会
 

第
5
1回
人
権
週
間

（1
2月
4
日
ー
1
0日
）
 

「
考
え
よ
う
 
あ
な
た
の
人
権
わ

た
し
の
人
権
 

ー
ひ
ろ
げ

よ
う
、
心
と
、
心の
、
不
ット
ワ
ー
ク
ー
ー
 

青
森
地
方
法
務
局
と
青
森
県
人
権
擁
 
【
特
設

人
権
相
談

所
開
設

】
 

護
委
員
連
合
会
で
は
次
の
強
調
事
項
を
 

例
え
ば
次
の
よ
う
な
こ
と
で
お
悩
み
 

掲
げ
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
人
権
尊
重
思
 
の
方
に
。
 

想
の
大
切
さ
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
 

・
家
族
間
に
よ
る
も
の
 

⑨
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う
 
・

近
隣
関
係
に
よ
る
も
の
 

⑥
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う
 

・
学
校
、職
場
内
の
も
の
 

⑨
高
齢
者
タ
天
切
に
す
る
心
を
育
て
よ
っ
 
こ

の
ほ
か
に
登
記
、
借
地
、
借
家
に
 

⑥
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平
等
 
関

す
る
問
題
、
交
通
事
故
に
伴
う
も
の
 

偏
見
を
な
く
そ
う
 

ビ
ッ
キ
ー
・
ヘ
ー
デ
ン
さ
ん
 

「人
権
週
間
」
に
あ
た
り
、
私
た
ち
 

※
子
ど
も
の
人
権
相
談
も
受
け
付
け
ま
 

一
人
ひ
と
り
が
人
権
に
つ
い
て
考
え
、
 

す
。
 

擁
護
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
 

次
の
と
お
り
で
す
。
 

は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
 

「子
ど
も
人
権
1
1
0
番
」
 



保
留
地
の
売
却
は
公
開
抽
選
に
よ
り
行
い
ま
す
。
 

◇
土
地
の
概
要
 

現
況
は
宅
地
で
す
。な
お
、農
地
転
用
は
市
が
行
い
ま
す
。
 

◇
抽
選
参
加
に
必
要
な
書
類
 

・

抽
選
参
加
申
込
書
（
市
で
用
意
し
て
い
ま
す
）
 

・

認
め
の
印
鑑
 

・

住
民
票
抄
本
 

・

身
分
証
明
書
（
本
籍
地
よ
り
発
行
）
 

◇
募
集
期
間
 

1
1月
1
6日
因

ー
1
2月
3
日
団
 

※
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
は
除
き
ま
す
。
 

◇
抽
選
の
日
時
及
び
場
所
 

1
2月
1
0日
団
 
1
3時
3
0分
 

市
中
央
公
民
館
 

◇
契
約
の
締
結
日
等
 

・
決
定
の
日
の
翌
日
か
ら
1
0日
以
内
と
し
ま
す
。
 

・
契
約
保
証
金
は
1
0
0
分
の
5
以
上
と
し
ま
す
。
 

・

売
買
代
金
は
6
0日
以
内
に
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

［二二＞＝二二「ーnfl ロ 

「物件位瞥(ぎ1雪旨了む） 

15141312 

l 	 

d1 
ーーーーー一~ 

ロ 

「
 

エルムの街 

ノ
 

、
 

、
 
 

、
 

、
 

l 	 j 

た
＜
わ
え
＜
ん
セ
ミ
ナ

ー
 

参

加
者
募

集
 

東
北
地
方
建
設
局
青
森
工
事
事
務
所
 

容
0
1
7
7

(3
4)
4
5
2
1
 

第
3
回

津
軽
の
水
 

公
開
討
論
会
 

青
森
食
糧
事
務
所
五
所
川
原
支
所
 

容
（3
5)
2
1
3

8
 

●

1
1月
2
7日
岡
 
9
時
3
0分

、
1
3時

市
中
央
公
民
館
 
3
階
調
理
室

◇
定
『貝
 
3
0名
（
先
着
順
）
 

◇
内
容
 

・

お
米
の
備
蓄
制
度
、
ご
は
ん
を
中
心

と
し
た
日
本
型
食
生
活
に
つ
い
て
の

講
話
。
 

・

備
蓄
米
「
た
く
わ
え
く
ん
」
を
使
っ

た
手
軽
で
ユ
ニ
ー
ク
な
料
理
作
り

◇
参
加
費
及
び
材
料
費
 
無
料
 

●

1
2月
2
日
困
 
1
3時

、
1
6時
 

※
開
場
 
1
2時
3
0分
 

青
森
厚
生
年
金
会
館
 
奥
入
瀬
の
間
 

◇
内
容
 

・

基
調
講
演
 

「人
と
川
、
人
と
水
の
か
か
わ
り
」
 

講
師
 

元
建
設
省
河
川
局
長
 
尾
田
栄
章
氏
 

・

サ
エ
ラ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
 

・

公
開
討
論
会
 

「2
1世
紀
に
向
け
た
岩
木
川
」
 

◇売却物件一覧 

物件

番号 

面 積 

(m') 
単
  

価
円
 

売
 

土
ム
 

価格

P
1
)
 

 

用途区分 道路幅員 

(m) 

1 268 24,200 6,485,600 第 l種住居 6m 

2 348 33,000 11,484,000 第 1 種低層 6m 

3 312 40,000 12,480,000 第 1 種側冒 I 2m 

4 329 40,000 13,160,000 第 1 種側冒 I 2m 

5 341 40,000 13.640,000 第 1 種側冒 1 2m 

6 301 42,000 12,642,000 第 1 種低層 1 2mと 4m 

7 280 37,300 1 0,444,000 第 1 種低層 6mと 4m 

8 280 34.000 9.520,000 第 1 種低層 6m 

9 293 34,000 9,962,000 第 1 種低層 6m 

10 280 34,000 9. 52 0,0 00 第 1 種低層 6m 

291 3 5. 000 10,185,000 第 1 種側層 6nlと6m 

12 295 31,000 9,145,000 第 1 種低層 6m 

13 244 33,000 8,052,000 第 1 種側冒 6m 

14 243 33.000 8,019.000 第 1 種低層 6m 

15 267 36.300 9,692,100 第 1 種低層 6mと 6m 

16 354 40.000 14.160,000 第 1 種低層 1 2mと 6m 

17 244 33.000 8,052,000 第 1 種低層 6m 

18 244 33,000 8.052,000 第 1 種低層 6m 

19 196 3 4. 000 6,664,000 第 1 種低層 6m 

申し込み及び間い合わせ先 

都市計画課 区画整理室 内線324・325 

土
地
売
却
（
保
留
地
）
の
お
知
ら
せ
 

ー
南
部

地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
ー
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料
理
教
室
 

「2
0
0
ボ
ル
ト
ク
ラ
2
 

参
加
者
募
集
 

第
5
回

ふ
れ
あ
い
 

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
 

ス
ポ

ー
ツ
ア
カ
デ
I
I
、
ー
五所
川
原
 

容
（
3
5)
0
3
2
ー
 ●

1
1月
2
3日
因
 
開
場
1
4時
3
0分
 

オ
ル
テ
ン
、
ンア
 

◇
出
演
者
 

小
倉
知
香
子
（
ハ
ー
プ
）
 

天
野
 
紀
子
（
ジ
プ、
ンー

 イ
オ
リ
ン）
 

金
子
 
正
子
（
日
本
水
泳
連
盟
シ
ン
 

ク
ロ
委
員
長
の
講
演
）
 

◇
入
場
料
 
無
料
 

産
業
技
術
高
度
化
 

振
興
会
講
演
会
 

青
森
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校
 

容
（3
7)
3
2
0
ー
 

地
域
産
業
界
の
人
材
育
成
、
技
術
開

発
等
に
向
け
て
技
術
支
援
や
情
報
の
提

供
を
行
っ
て
い
る
青
森
職
業
能
力
開
発

短
期
大
学
校
・
産
業
技
術
高
度
化
振
興

会
は
、
こ
の
度
、
地
場
産
業
の
発
展
と

人
材
育
成
に
向
け
た
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。
 

●

1
2月
4
日
田
 
1
3時
 

五
所
川
原
商
工
会
館
2
階
大
ホ
ー
ル
 

◇
入
場
料
 
無
料
 

※
詳
し
く
は
お
電
話
に
て
お
問
い
合
わ
 

●

1
1月
2
9日
同
 
1
0時

、
1
3時
 

1
1月
3
0日
因
 
1
0時

ー
1
3時
 

東
北
電
力
卿
五
所
川
原
営
業
所
 

2
階
電
化
教
室
 

◇
募
集
人
員
 
各
日
程
と
も
先
着
1
5名
 

◇
教
材
費
 
5
0
0
円
 

◇
申
込
締
切
 
1
1月
2
2日
回
 

◇
申
込
方
法
 
電
話
受
付
 

長
野
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
 

文
化
・
芸
術
祭
参
加
作
品
 

歌
舞
集
 
い
の
ち
の
祝
祭
 

わ
ら
び
座
公
演
奥
津
軽
実
行
委
員
会
 

容
（3
5)8
3
2
3
 

●

1
1月
3
0日
因
 
開
演
1
8時
3
0分
 

オ
ル
テ
ン
シ
ア
 

◇
内
容
 

・

パ
ー
ト
I
 
歌
舞
構
成
 

「
真南
風
さ
ら
め
け
ば
」
 

・

パ
ー
ト
n
 
創
作
民
舞
 

「ま
ほ
ろ
ば
の
た
ま
ご
j
 

・

グ
ラ
ン
ド
フ
ィ
ナ
ー
レ
 

「
祝
祭
（ま
つ
り
）
」
 

◇
料
金

（
前
売券
）
 

ノ
 

・

6
5歳
以
上
の
方
、
学
生
（小
中
高
）
 

障
害
者
 
2
5
0
0
円
 

※
当
日
は
各
5
0
0
円
増
し
で
す
。
 

◇
主
催
 

わ
ら
び
座
公
演
奥
津
軽
実
行
委
員
会
 

◇
前
売
券
販
売
所
 

エ
ル
ム
の
街
案
内
カ
ウ
ン
タ
ー
、
 

タ
カ
ョ
楽
器
、
鶴
常
書
店
 

第
3
3回
 

歳
末
助
け
合
い
 

芸

能
祭
 

ち
ど
り
会
か

（3
5)
33
7
6
 

歌
と
踊
り
で
楽
し
み
な
が
ら
 

み
ん
な
で
明
る
い
お
正
月
を
ノ
 

●

1
2月
5
日
回
 
1
0時
 

オ
ル
テ
ン
シ
ア
 

◇
主
催
 
ち
ど
り
会
 

合
同
例
会
「
音
楽
劇
」
 

イ
ソ
ッ
プ
フ
ン
ドの
動
物
た
ち
 

ー
演
劇
集
団
遊
玄社
公
演
ー
 

五
所
川
原
お
や

こ
劇
場
 

公
（3
4)
2
1
7
0
 

ゆ
か
い
な
8
人
組
が
、
ア
フ
リ
カ
の

打
楽
器
を
陽
気
に
た
た
き
な
が
ら
、
歌

と
お
し
ゃ
べ
り
で
演
じ
る
イ
ソ
ッ
プ
話

し
の
オ
ム
ニ
バ
ス
。
あ
な
た
も
入
会
し

て
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

●

1
2月
2
日
困
 
1
8時
3
0分
 

オ
ル
テ
ン
シ
ァ
小
ホ
ー
ル
 

 

需
些
鳳
盗
W
U
 

   

  

、
刀
v
 

せ
く
だ
さ
い
。
 

‘
一
般
 
3
5
0
0
円
 

吉屋 強（22歳）コ 
身長 172cm 位」 

高橋克也（41歳） 
身長 173cm位 

平田 信（34歳） 
身長 183cm 位 

又吉建男（50歳） 
身長 172cm 位 

高田 武（60歳） 
身長 1 58cm 位 

指名手配被疑者の逮捕と犯罪捜査にこ協力をノ 
～あなたのそばにいませんか～ 

爆弾テ口特別手配 けん銃使用殺人事件 集団暴行殺人事件 	 オウム真理教関係特別手配 

菊地直子（27歳J 
身長 159cm 位 

	

意外に身近なところで 	 貢森県誉祭ホームペーンノノトレス 

	

生活しています＃～ 	胤tp】クwww.p「もf aomori，」p/po l iceノ 

青森県警察ホームページアドレス 

ht tp://www.pref.aomorijp/police/ 
～ 	ユ× 	ノ～ 
連絡は 1l0番又は五所川原警察署 TEL (35) 2 1 4 1 

交番・駐在所まで 

フリーダイヤル 0120一006024（オウム24時間） 

でも受け付けております。 

くてニソ 
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◇
定
員
 
3
0名
 

◇
申
込
締
切
 
1
2月
7
日
因
 

◇
申
込
方
法
 
電
話
受
付
 

◇
共
催
 
五
所
川
原
市
民
保
健
協
議
会
 

献
血
の
こ
案
内
 

●

1
2月
8
日
困
 
1
0時

、
1
5時
3
0分
 

日
立
北
海
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
 

株
式
会
社
 
津
軽
工
場
 

〔
成分
献
血
の
日
〕
 

●

1
1月
2
5日
困
9
時
9
9万

ー
1
4時
3
0分
 

市
働
く
婦
人
の
家

・
保
健
セ
ン
タ

ー
 

第
3
回
五
所

川
原
市
立
美
術
館

建
設
促
進
チ
ャ
リ
テ
ィ
美
術
展
 

五
所
川
原
市
立
美
術
館
建
設
促
進

期
成
会
事
務
局
容

（3
4)
31
9
1
 

出
品
作
品
の
販
売
益
金
の
一
部
は
、
 

五
所
川
原
市
立
美
術
館
建
設
基
金
に
寄
 

はつらつ女性課内線234・236 

母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル
 

対象児 期 日 

4 ケ月児 

健 	診 

平成11年 

7 月生まれ 

12月 7 日 

（火） 

1
6
健
 

ケ
 
日

”
 
歳
児
診
 

平成10年 

6 月生まれ 

12月21日 

（火） 

歳
  

3健
 
児
診
 

平成 8 年 

8 月生まれ 

12月16日 

（木） 

●

1
2月
6
日
回
 
1
0時
3
0分

、
1
2時
 
◇

持
参
す
る
も
の
 

※
 
お
願
い
 
検
診
に
来
ら
れ
な
か
っ
 
※
予
約
制
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
 

た
方
は
、
は
つ
ら
つ
女
性
課
ま
で
ご
 
ご

希
望
の
方
は
1
1月
1
9日
団
ま
で
に

連
絡
く
だ
さ
い
。
病
気
治
療
中
の
お
 

は
つ
ら
つ
女
性
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

子
さ
ん
は
、
翌
月
に
検
診
を
受
け
る
 
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
 

健
康
相
談
 

◇
内
容
 

心
の
相
談
、
病
気
の
相
談
、
血
圧
測
 

定
等
保
健
婦
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

◇
持
参
す
る
も
の
 

健
康
手
帳
（
お
持
ち
の
方
 

各
地
区
で

の
 

身
も
心
も
さ
っ

ぱ
り
す
る
 

ー
 
健

康
相
談
 

●

1
1月
2
9日
回
 
1
0時

ー
1
4時

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
）
宋
 
 

姥
庖
集
会
所
 

●

1
2月
6
日
同
 
1
0時
3
0分

、
1
2時

コ
ミ
ご
ー
テ
ィセ
ン
タ
ー
中
川
 

●

1
2月
6
日
同
 
1
0時
3
0分

、
1
2時

梅
沢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
 

● 1
2月
8
日
困
 
1
1時

、
1
2時
3
0分

俵
元
農
産
物
加
工
セ
ン
タ
J
 

す
こ
や
か
発
達
相
秋
警
 

母
と
子
の
相
談
日
 

●

1
2月
1
日
困
・
1
2月
1
5日
困
 

1
0時

ー
1
2時

・
1
3時

ー
1
5時
 

市
働
く
婦
人
の
家

・
保
健
セ
ン
タ

ー
 

※
1
2月
1
5日
の
午
後
は
予
約
が
必
要
で

す
。
 

◇
内
容
 

各
月
齢
で
の
成
長
、
発
達
、
育
児
、
 

遊
び
、
栄
養

（離
乳
食
等
）
相
談

※
予
約
相
談
は
随
時
、
電
話
で
受
付
し

て
い
ま
す
。
 

す
く
す
く
健
診
 

こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

お
な
か
の
赤
ち
ゃん
と
楽
しむ
 

マ
タ
ーー
テ
ィ教
室
参加
者
募集
 

安
産
を
願
っ
て
い
る
あ
な
た
。
妊
娠

中
か
ら
育
児
に
つ
い
て
一
緒
に
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。
妊
婦
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん

お
父
さ
ん
、
ご
家
族
の
方
も
大
歓
迎
で

す
。
 

●

1
2月
1
4日
因
 
1
8時
3
0分

ー
2
0時

市
働
く
婦
人
の
家

・
保
健
セ
ン
タ

ー
 

◇
内
容
 

簡
単
に
で
き
る
お
風
呂
の
入
れ
方

◇
講
師
 

福
士
助
産
所
 
福
士
レ
イ
子
所
長
 

鈴
木
健
二
の
 

朗
読
と
講
演
 

市
教
育
委
員
会
 生
涯
学
習
課
 

内
線
5
5
6
 

県
立
図
書
館
館
長
の
鈴
木
健
二
さ
ん
 

（
元Z
H
K
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）
が
朗
読

と
講
演
を
行
い
ま
す
。
 

是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

●

1
2月
1
日
困
1
8時
3
0分
（
開場
1
8時
）
 

市
中
央
公
民
館
 
大
ホ
ー
ル
 

◇
入
場
料
 
無
料

（
整理
券
な
し
）
 

◇
内
容
 

・

朗
読
（
1
8時
3
0分

ー
1
9時
）
 

青
森
県
関
連
の
文
学
作
品
 

・

講
演
（
1
9時

ー
2
0時
3
0分
）
 

演
題
「
暮
ら
し
の
再
発
見
」
 

※
県
民
カ
レ
ッ
ジ
の
認
定
講
座
に
な
っ
 

て
い
ま
す
。
（2
単
位
）
 

初
心
者
大
歓
迎
 

年
賀
は
が
き
絵
だ
よ
り
教
室
 

五
所
川
原
郵

便
局
 

容
（3
4)
3
2
0
5
 

●

1
2月
3
日
岡
 
1
3時

、
1
5時
 

●
受
付
 
1
2時
3
0分
ー
1
2時
4
5分
 

石
岡
保
健
協
力
員
宅
 

市
働
く
婦
人
の
家

・
保
健
セ
ン
タ

ー
 

●

1
2月
6
日
回
 
9
時
3
0分

、
1
2時
 

※
3
歳
児
健
診
の
み
は
1
2時
1
5分

、
1
2
 

錦
町
集
会
所
 

時
3
0分
に
受
付
し
ま
す
。
 

与
さ
れ
ま
す
。
 

●
1
1月
2
1日

回
  
1
3時
3
0分
 

●

1
2月
2
日
困
、
5
日
同
 

五
所
川
原
郵
便
局
 
2
階
会
議
室
 

1
0時

、
1
8時

（最
終
日
は
1
7時
ま
で
）
 
◇
定
員
 
2
5名
（
先
着
順
）
 

中
三
デ
パ
ー
ト
五
所
川
原
店
 

◇
参
加
費
 
無
料
 

6
階
催
事
場
 

※
自
分
で
使
用
す
る
絵
筆
等
の
用
具
は
 

◇
出
品
者
 

）」持
参
く
だ
さ
い
。
 

趣
旨
に
賛
同
す
る
地
域
内
の
画
家
、
 

◇
申
込
締
切
 
1
1月
1
8日
困
 

書
家
、
歌
人
、
俳
人
、
柳
人
等
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ず
、

一
 

一
 

109 
609 

1/ 2株 

4枚
適量 

れ
個
個
 

切

2
ー
 

4
,
 

材料（6人分） 
たら 
じゃがいも 
玉ねぎ 
セロリ 

うずら豆 

ブロッコリー 

生しいたけ 
パセリ 

サラダ油（オリーブ油） 

大さじ1 
スープ カップ4 

~口一I)エ 	'子y 
a く I豆 	ノ~、さ~シ 1 

~こしよつ 	少々 
オーノレスノfイス 

少々 

石60 

テーマ 

元気で長生き 
をめざす食事 

＝ 五所川原市食生活改善推進員会 

たらとビーンズのスープ煮’ 
曲 

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
 

たらのおいしい季節になりました。食物繊

維の豊富なうずら豆や野菜をたっぷり加えた

あたたかいスープはいかがでしようか。 

腸と血管をきれいにしてくれるだけでなく

ビタミンが風邪を予防してくれます。 
/ 

作り方 

①たらは 1 切れを 3等分する。じゃがいもは4つ切

り、玉ねぎは 8つ切り、セロリは薄切りにする。 

②うずら豆はもどして下ゆでする。ブロッコリーは

小房にし、生しいたけは4つ割にする。 

③鍋に油を熱し野菜を妙め、 aとたらと②を入れて

煮込む。器に盛りパセリのみじん切りを散らす。 

五
所
川
原
子
供
の
森
読
書
会
 

代
表
岩
崎

繁
芳
さ
ん
 

読
書
の
喜
び
を
 

体
験
さ
せ
る
た
め
に
 

,rー

「
 

今回は昭和56年の創設以来、夏休みの早朝 

6時から 7時までの 1時間、元町八幡宮境内 

’ で子ども読書会を実施し続け、市制施行45周

年記念功労賞を受賞された、子供の森読書会

とその代表、岩崎繁芳さんを紹介します。 

「最近は子ども達の読書離れが急激に進ん

でいます。想像力、いたわりや優しさの心を

育むために読書は大事な活動。この趣旨をも

とに地域の有志とともに世話人会を結成し、 

会をリードしてきた山谷清さんの遺志を継い

でやっているのです」 と語る岩崎さん。 夏休

み後も記録文集の編集などがあって、仕事は

しばらく続くそうです。 

また、同会の活動は世話人の仲間に支えら

れ、町内会と八幡宮関係者の温かい理解があ

るから続けられるとも言っています。 r19年

間、様々ありましたが基本の読書活動を貫い

て来られました。だから、子どもが自主的に 

r →歩前に踏み出した姿を見たとき、たとえば

聞いてばかりだった子がみんなの前で本を読

みたいと言って頑張るときは、心から嬉しく

なります」。 

最後に 「来年は20周年。新しい方法も考え

て長く続けていきたいものです。そのために

父母とも相談していきたいし、この会で育っ

て大きくなった先輩達の活動を積極的に組み

入れていきたいね」 と語ってくれました。 

	救急医療当「番医 

月ノ日 曜日 医療機関名 医療機関所在地 電話 

皿
  

日
  

（医）済生堂 
増田病院 

五所川原市字新町41 35-2726 

m
  

火
  

佐藤仁外科胃腸科医院 五所川原市字田町120 35-6311 

m
  

口
口
 

田辺胃腸科外科医院 五所川原市字旭町40-1 35-6355 

※注 1．対応時間 9:OO-17:OO（電話で確認してから）。 

2．その他、消防署（救急医院案内 廿34-4999）で

紹介します。 

はつらつ女性課 内線237 

「
ムフ
年
の
夏
休
み
に
行
わ
れ
た
 

お
母
さ
ん
方
に
よ
る
 

紙
芝
居

の
様
子
」
 

五所川原市役所 公35-2111 	平成11年11月15日 14 


	001
	002
	003
	004
	005
	006
	007
	008
	009
	010
	011
	012
	013
	014

